
基本方針 対象分野 町の取組 目標達成度 担当課

8 組織 8 組織 ◎ 農政産業課

840 ha 840 ha ◎ 農政産業課

4 回 4 回 ◎ まち整備課

100 ％ 100 ％ ◎ 教育総務課

２　河川・水辺
①水辺空間の保全と推進
②水辺空間の利用促進

14 回 12 回 〇 まち整備課

6 回 4 回 〇 町民生活課

500 頭 560 頭 ◎ 農政産業課

４　自然とのふれあい
①自然とふれあえる場の整備
②自然とふれあう機会の充実

220 人 257 人 ◎ 生涯学習課

1 回 1 回 〇 町民生活課

100 ％ 100 ％ 〇 町民生活課

59.0 ％ 56.8 ％ 〇 町民生活課

71.4 ％ 64.3 ％ 〇 町民生活課

100 ％ 100 ％ ◎ まち整備課

98.3 ％ 98.2 ％ 〇 上下水道課

3　騒音・振動
①騒音・振動対策の推進
②公害苦情の適正処理

3 件以内 0 件 〇 町民生活課

4　その他公害防止
①化学物質対策の推進
②その他公害防止に向けた取組の実践

100 ％ 100 ％ 〇 町民生活課

１　公園・緑地
①公園・緑地の適正な整備と維持・管理
②良好な景観の形成・創出

50 ％ 51 ％ ◎ まち整備課

2　歴史・文化 ①文化財の保護 3 回 3 回 〇 生涯学習課

3　廃棄物・リサイクル
①ごみの減量化の推進
②リサイクルと適正処理の推進

150 人 157 人 〇 町民生活課

21.2 ％ 24.0 ％ 〇 町民生活課

4 件以内 2 件 〇 町民生活課

-18.0 ％ -4.3 ％ △ 町民生活課

87.5 ％ 87.5 ％ 〇 教育総務課

12.0 ％ 14.0 ％ 〇 政策推進課

1 回 1 回 〇 町民生活課

3　環境教育・環境学習
①環境情報の提供の推進
②環境教育・環境学習の活発化

1 回 1 回 〇 生涯学習課

4　環境保全活動
①自発的な環境保全の取組の推進
②連携・協力による環境保全の取組の推進

5 頭 18 頭 ◎ 町民生活課

大気環境の規制基準の達成率（環境センター：排ガス）
　（ばいじん濃度・全硫黄酸化物量・窒素酸化物濃度ほか）

苦情件数

放射性物質の規制基準の達成率（環境センター：焼却灰、飛灰）

違反屋外広告物の違反改善率

浄化槽の法定検査受検率

開発等相談時における雨水排水処理基準の指導率

下水道接続率

河川水質の環境基準の達成率（BOD：達成地点9地点／測定14地点）

■　成果指数・目標値・実績等の一覧

3　快適環境の保全

4　環境美化・不法投棄対策　
①美化運動の推進
②不法投棄対策の充実・強化

アライグマ捕獲頭数（ハクビシン含む）

成果指標

不法投棄件数（産業廃棄物などの悪質・多量事案）

多面的機能支払交付金事業登録組織数（遊休農地の発生抑制のための取組）

農地中間管理事業を活用した農地集約・集積面積

釘無地内堤防上の桜堤及び、川の広場・さくら通りの適正管理回数

地元産食材の使用割合（米は年間、いちじく・いちごは旬の時季）

平成の森公園内の「修景池」「ショウブ園」の景観を維持するために適切な維持管理
（追肥・株分け・除草など）の実施回数

１　自然環境の保全

生物多様性、外来生物対策などの普及・啓発のための広報、啓発回数

郷土の歴史・人物・自然環境などに関する講座開催数

①大気環境への負荷軽減
②大気環境の監視と保全意識の高揚

野外焼却原則禁止の周知回数

環境基本計画における令和６年度（年度末見込み）の
主な取組に対する進捗状況について

　本計画の施策の対象範囲は、広範囲に及ぶため、計画に定める施策の推進に際しては、全庁的な取組体制の整備と関係課との連携・協力が不可欠となります。このため、各課の担当者などを通じて、各施策・取組の進行状況の把
握・点検・連絡・調整を行っています。以下については、令和６年度の主な取組状況（目標・実績(年度末見込み））となります。また、これらの指数については、可能な限り数値目標を定め、どの程度進捗しているかを示したものとなってお
ります。

令和６年度
目標

令和６年度
実績（年度末見込み）

３　動植物、生態系

小学生を対象とした、みどりの学校ファーム（農業体験事業）など環境教育推進機会の実施

さくらねこ無料不妊手術チケット利用実績数

施設見学（環境センター）受け入れ人数

①省エネ・省資源の取組、省エネ機器の普及促進
②自動車利用に際しての省エネの推進

美化運動に参加する町民の割合（総人口比）
　参加者実績：6月4,667人/18,774人、10月4,257人/18,733人、2月4,584人/18,637
人

①田園環境の保全と農業の活用
②自然景観の保全と創出に向けた広報・RP

１　自然景観

◎：順調に実施・進行している。、〇：概ね実施・進行している。△：やや取組が遅れている ×：大幅に遅れている

2　省エネ・省資源

4　環境保全活動の推進

①町の事務事業からの温室効果ガスの排出削減
②町民や事業者の意識向上
③気候変動の影響把握

1　地球温暖化
温室効果ガス削減率（H28比）※R6上半期実績4.3％減（令和６年度までに18％減）

町内小中学校への太陽光発電設備等の導入率（実績：7校／8校 ）

低燃費・低公害車の導入率（R7.3月末：7台／50台）

省エネ等に関する広報周知回数
　※埼玉県の夏のエコライフキャンペーンに合わせ、省エネ・節電で地球温暖化防止を呼び掛ける町
ホームページ記事掲載。

①生物生息空間の確保
②外来生物対策の推進
③生物多様性への理解促進

①適正な排水対策の推進
②水質の監視と保全意識の高揚

２　水環境
２　生活環境の保全

１　大気環境

荒川太郎右衛門地区自然再生協議会等の自然保護活動団体や企業等との「環境学習」講座の参加者数

資料１-３


